
■概要■

■予選方式■

■第1種代表チームの決定要綱■

■第2種チーム代表決定戦（ユースサッカー選手権大会）要綱■

■歴代決勝記録■

回 年度 スコア

1 1996 順天堂大学 3-0 明海大学

2 1997 市立船橋高校 3‐2 古河電工千葉

3 1998 順天堂大学 3-0 古河電工千葉

4 1999 順天堂大学 3-0 古河電工千葉

5 2000 順天堂大学 3‐2 市立船橋高校 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

6 2001 順天堂大学 3-0 古河電工千葉 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

7 2002 国際武道大学 1-0 順天堂大学 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

8 2003 順天堂大学 1-0 ジェフ市原アマチュア 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

9 2004 ジェフ市原アマチュア 4‐2 明海大学 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

10 2005 柏レイソルU-18 1（延長）0 ジェフ千葉アマチュア 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

11 2006 ジェフ・クラブ 2-0 国際武道大学 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

12 2007 順天堂大学 2‐1 ジェフリザーブズ 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

13 2008 ジェフリザーブズ 4‐1 順天堂大学 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

14 2009 順天堂大学 3-0 ジェフ千葉U-18 成田開催（プレイテック・スタジアム）

15 2010 順天堂大学 1-0 ジェフリザーブズ 成田開催（プレイテック・スタジアム）

16 2011 柏レイソルU-18 2-0 浦安ジュニアSC 成田開催（中台運動公園陸上競技場）

17 2012 柏レイソルU-18 1(5PK3)1 浦安SC 千葉開催(フクダ電子アリーナ）

■第17回　大会試合結果■
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第１７回、千葉県サッカー選手権大会

優勝 準優勝 決勝戦開催市(球技場)

決勝・フクダ電子アリーナ

2012/8/25

高校新人大会優勝チームとクラブユース新人大会優勝チームが対戦し、勝者が決勝トーナメントに出場。
昨年に引続き、今年も柏レイソルU18が代表となった。

本大会は、県サッカー協会登録チームのうち、第1種（社会人・クラブ・大学）と第2種（高校・専門学校・クラ
ブユース）の全チームが参加可能なオープントーナメントであり、天皇杯全日本サッカー選手権大会の千葉
県予選でもある。この伝統の千葉県代表決定戦を過去10年以上前から毎回成田市で開催しておりました
が、今年は準決勝の１試合のみ成田開催となり、毎年、成田市サッカー協会で運営協力している。

優勝（天皇杯千葉県代表）

協力事業報告(1/3)

県協会登録のJFL代表チーム、第1種代表チーム、第2種代表チームによるトーナメント戦で県代表を決定。

1次予選で県社会人リーグ所属チームと県大学リーグの所属チームでブロック戦を実施し、代表を決定。2次予選
(代表決定戦)では、1次予選代表チームと関東サッカーリーグ（KSL）と関東リーグに所属するチームで対戦し、最
終的に1種代表決定。今年は浦安SCと県教員SC、FC千葉なのはなの3チームが代表となった。

柏レイソルU18

柏レイソルU18

千葉県教員SC 浦安サッカークラブ

FC千葉なのはな

※2年連続で1種を退け、2種
の柏レイソルU18が千葉県代
表となりました。



■主　催：千葉県サッカー協会　　 ■運営協力：成田市サッカー協会
■開催日：2012/8/12　16：00　　 ■開催場所：中台運動公園、陸上競技場
■天　候：晴れ ■ピッチ状況：表面湿　天然芝　　観客数（250)
■マッチコミッショナー：石井昭次 ■本部：中西(統括）、石川(競技)、岩田・時田（記録)
■審判 主審：竹中健太　A1：鈴木俊介 A2：平井裕大　予備審：山本国敏

3 前半 0
1 後半 1

協力事業報告(2/3)

浦安SC

第１７回、千葉県サッカー選手権大会・準決勝

■毎年決勝戦も成田開催でしたが今年は準決勝の1試合のみ。対戦カードも見慣れた順大や
JEFリザーブではなく、FC千葉なのはな対浦安SCの対戦カード。浦安SCにとって、千葉県
リーグで上位のFC千葉なのはなは決して簡単な相手ではないはずでしたが、開始７分のFKか
らいきなり浦安SC（西郡)がヘディングで先制、前半23分にも浦安SC（田中)が高さで相手
GKと競り勝ちヘディングで決めて追加点、更にその直後25分にドリブルで持ち込み3点目を
決め、ほぼ試合を決定した。千葉なのはなも浦安SCが攻め上がりにボールを奪い、前線に縦
パスで数回チャンスを作りましたが、浦安SCのDF(永井)のブロックで阻まれ零封で前半終
了。後半も浦安SC(都並）が今季初ゴールでとどめの4点目。千葉なのはなも1点を返しまし
たが、そこまででした。パスやドリブル全般的にスピードで浦安SCが勝っていた感がある試
合でした。決勝では柏U18に対し社会人チームとしてリベンジを果たして欲しいと思いま
す。

FC千葉なのはな

昨日の悪天とうって変わり、晴天の中台陸上競技場でいよいよ試合開始です。

浦安SC　 4 FC千葉なのはな1

ゴール前の競り合い ドリブルをしかける浦安SC



■協力 伊藤(会長)、早乙女(理事長)、濱田(事務局長)、江角(副事務局長)、日暮(協会OB)
■協力 林(審判理事)、和田（女子委)、田嶋・岩瀬(総務)、前梶・飯嶋(広報)、小田原(4種)
■協力 徳永・岩城（1種)、塩山（4種技)、関谷(5種理事)、島田(2種理事)、成田北高サッカー部

成田北高サッカー部が設営から運営までフルサポート FIAFフラッグ入場練習 試合後の砂入れ

浦安SC側の応援弾幕

大会統括

挨拶

設営完了、試合開始を待つ

試合終了後の締めのミィーティング 伊藤会長からの北高サッカー部に挨拶

協力事業報告(3/3)
第１７回、千葉県サッカー選手権大会・準決勝　会場設営

＜運営協力・レポ＞前日の悪天と打って変わり晴天。心配された前日引いたラインもしっかり残ってお
りひと安心・・・。　今年も極暑を考慮し試合開始時間も16時からとなり、会場設営もややゆとりがで
きた気がする。例年決勝と準決勝の２試合をここ成田で実施していたが、今年は準決勝の１試合のみ。
会場設営でもっとも我々を泣かすのがゴールポスト。芝が育ちポスト高さが規定に危ういので調整に時
間を要したが、写真のとおり力を合わせ無事設置完了。設営・運営には成田北高サッカー部にも協力し
てもらい、助かりました。恒例行事ながら県代表を決める試合を成田で運営実施できることは、インフ
ラがしっかりしていることも重要ですが、このような体制が認められているからであるお思います。今
後もこの市協会の体制を維持できるように関係各部の協力をお願いいたします。参加協力してくれた皆
様ご苦労様でした。

ゴールポスト設置は、毎年、調整に時間がかかる。

審判団


